
マカジキ　中西部北太平洋
（Striped Marlin, Tetrapturus audax）

最近の動き　

最近の資源評価は 2011 年 12 月及び 2012 年 4 月に ISC
カジキ類作業部会で行われ、現在の資源状態は乱獲状態にあ
り、かつ漁獲は過剰漁獲の状態にあるとされた。この結果は
同年 7 月の ISC 本会合で承認され、8 月の WCPFC 科学委員
会に報告された。2013 年、WCPFC の要請を受け、同作業
部会は将来の加入を近年の低水準とするシナリオで追加的
な将来予測を行った。その結果、近年の平均的な加入の場
合、MSY レベルの漁獲でも資源は減少することが示された
が、同時に、最近年の漁獲物体長組成から最近年に卓越年級
群が発生したことが強く示唆されたことから、追加シナリオ
のように低水準の加入が長期間続く可能性は低いこと等が指
摘された。この結果は同 年 7 月の ISC 本会合で承認された
のち、8 月の WCPFC 科学委員会に報告された。

利用・用途

刺身、寿司で生食されるほか、切り身はステーキや煮付け
とされる。

漁業の概要

北太平洋（赤道以北）における我が国のマカジキの漁獲量
は、1970 年代には 1 万トンを超えていたが、その後減少を
続け、近年は 2,000 トン前後にとどまっている（図 1）。は
え縄又は流し網によるものが大半であるが、一部は突きん棒
やひき縄でも漁獲される。近年、はえ縄による漁獲は減少し
ているが、流し網による漁獲は増加傾向にある。漁獲のほと
んどはまぐろ類を対象とした操業の混獲であるが、釧路沖、
常磐沖、房総沖、南西諸島などでは、はえ縄、突きん棒及び
流し網が季節的に本資源を主対象とした操業を行っている。

ISC が集計した北太平洋のマカジキの漁獲量を表 1、図 2
に示した（ISC 2014）。1990 年以降、漁獲量は減少傾向を
示し、2013 年には 2,923 トンとなった。漁獲の大半が我が
国によるものであるが、ISC の集計値には、中国等の漁獲情
報が含まれていないので、今後更に整備を進める必要がある。

生物学的特徴

【資源構造】
太平洋のマカジキには外部形態の比較から南北太平洋の 2 系

群があるといわれていたが、近年、DNA 分析結果から中西部北
太平洋の個体と東部北太平洋の個体とは遺伝学的に異なること

図 1. 北太平洋（赤道以北）におけるマカジキの我が国の漁業種別漁獲量
（ISC 2014）

図 2. 北太平洋におけるマカジキの国別漁獲量（ISC 集計分、トン）
（ISC 2014）

表 1. 北太平洋の国別漁獲量（ISC 集計分、トン）
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が示された（ISC 2011）。ISC では中西部北太平洋系群と東部北
太平洋系群の境界線は西経 140 度にあるとして資源解析を行っ
ている（ISC 2011）。

【分布と回遊】
太平洋におけるマカジキの分布は、はえ縄における CPUE の

分布から、熱帯太平洋中西部海域を取り囲む馬蹄形をなすこと
が古くから知られている（図 3）。主たる活動水深帯は表層混合
層及びその直下の水温躍層部であり、それより深いところに潜
ることは多くない。電子標識装着調査データの解析から、夜半
から朝にかけては活動が極端に低下する時間帯があることが報
告されている。

【成長と成熟】
体長（眼後叉長）組成の解析から 1 歳で 64 cm、3 歳で 150 

cm、5 歳で 200 cm に達し、寿命は 10 歳程度（最大体長 290 
cm）と推定されているが、正確な成長及び成熟年齢に関する情
報は得られていない。160 cm 前後（3 ～ 4 歳）で約 50% の個
体が成熟するものと考えられている。産卵場は、稚魚の採集地
点の分布状況から北緯 20 度前後の海域であろうと推定されて
いる。東部太平洋での卵稚仔の採集報告はないが、卵巣の成熟
状態から一部の個体は産卵している可能性がある。産卵期は 4
～ 6 月である。

資源状態

ISC では中西部北太平洋系群と東部北太平洋系群の境界線
が西経 140 度にあるとして、中西部北太平洋資源の資源評
価を行っている（ISC 2012a,b, ISC 2013）。

最近の資源評価は 2011 年 12 月及び 2012 年 4 月に ISC
カジキ類作業部会において行われた。資源解析に使用した資
源量指数は、エリア別の日本の遠洋近海はえ縄（エリア 1：
北緯 10 度以南、エリア 2：北緯 10 度以北かつ東経 160 度
以西、エリア 3：北緯 10 度以北かつ東経 160 度以東）、日
本の沿岸はえ縄、台湾の遠洋はえ縄（1995 年以後）及びハ
ワイのはえ縄の標準化 CPUE であった（図 4）。1990 年代後
半から 2000 年代中頃に、日本の遠洋近海はえ縄（3 エリア）、
日本の沿岸はえ縄及びハワイのはえ縄の 5 つの資源量指数
の減少が認められたことから、この時期に資源量が大きく減
少したと考えられる。モデル解析は、これらの資源量指数を
用いて、統合モデル（SS3：Stock Synthesis Version 3.20b）

によって行われた。推定された産卵親魚量は、1975 年から
1980 年にかけて 5,000 トンから 2,000 トンに大きく減少
し、その後 1990 年代半ばまで 3,500 トン前後で推移した
が、1990 年半ば以降に数年で大きく減少し、近年まで 1,500
トン前後で推移している（図 5）。2010 年の産卵親魚量は、
1980 年代と比較して約 1/3 と推定された。推定された加入
量は、1975 年から 1990 年半ばに、250 千～ 1,700 千尾の
範囲で大幅な変動を繰り返したが、その後は近年まで 500
千尾以下と卓越した加入群が出現していない（図 6）。産卵
資源量が 1990 年代半ばに大幅に減少してその後回復しな
かった原因には、漁獲死亡係数の増加と加入量の減少が考え
られる（図 7）。

2017 年 ま で の 将 来 予 測 で は、 将 来 の 加 入 が 1994 ～
2008 年と同じ水準または Beverton-Holt 型再生産曲線に従
うと仮定し、FMSY または Fcurrent で漁獲した場合、産卵親魚
量は 2017 年までに 2012 年より 45 ～ 72%、または 14 ～
29% 増加すると予測された。2001 ～ 2003 年平均の F で
漁獲した場合、産卵親魚量は短期的には 2012 年より 2%
減少するが、2017 年には 6% 増加すると予測された（ISC 
2012b）これらの結果を踏まえ、現在の資源状態は乱獲状
態にあり、かつ漁獲は過剰漁獲にあるとされた。この結果
は 2012 年 7 月に ISC 本会合で承認された後、同年 8 月の
WCPFC 科学委員会 に報告された。WCPFC 科学小委員会 は、
資源解析において推定された最近年の加入量が低水準である
ことに懸念を示し、将来の加入をこの近年の低水準でとする
シナリオで将来予測を行うよう ISC に要請した（WCPFC-SC8 
2012）。

2013 年 7 月、ISC カジキ類作業部会は、将来の加入を近
年（2004 ～ 2008 年）と同じ低水準とするシナリオによる
追加の将来予測を行った。その結果、近年の平均的な加入の
場合、MSY レベルの漁獲でも資源は減少することが示され
たが、同時に、新たに報告された主要漁業の漁獲物体長組成
から、2010 年に卓越年級群が発生したことが強く示唆され
たため、追加シナリオのように低水準の加入が長期間続く可
能性は低いことが指摘された。併せて、東日本大震災の影響
で 2011 年の漁獲量が大きく減少したので、再生産能力の高
い本資源は、将来予測よりも高い確率で資源が回復する可能
性があることも指摘された。この結果は同年 7 月の ISC 本
会合で承認されたのち、同年 8 月の WCPFC 科小学委員会に
報告された。次回の資源評価は、前回（2012 年）と同様の
資源評価手法を用いて 2015 年に行われる予定である。

管理方策

2012 年の WCPFC 科学委員会は、ISC の資源評価結果を
検討し、現行保存管理措置の強化を勧告している。WCPFC
は、本資源の保存管理措置として、各メンバー国が漁獲量を
2000 ～ 2003 年の最高漁獲量から 2011 年は 10%、2012
年は 15%、2013 年以降は 20% 削減することを 2010 年に
決定している（WCPFC-NC7 2010）。

図 3. 太平洋におけるマカジキの分布域（桃色）と主要漁獲域（青色）
現在マカジキを主対象とした漁業はごく小規模な沿岸漁業に限られ
ている。はえ縄によって主に漁獲される海域を青色で示した。
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図 4. 中西部北太平洋のマカジキ資源評価に用いた資源量指数
（Brodziak and Katahira 2011）

上図）日本の遠洋近海はえ縄。青：エリア 1（北緯 10 度以南）、黒：
エリア 2（北緯 10 度以北かつ東経 160 度以西）、緑：エリア 3（北
緯 10 度以北かつ東経 160 度以東）
下図）オレンジ：日本の沿岸はえ縄、紫：台湾の遠洋はえ縄、赤：
ハワイのはえ縄

図 5. 統合モデル（Stock Synthesis 3）で推定した産卵親魚量及び最大持
続生産量の生産に必要な産卵親魚量（緑点線、BMSY）（ISC 2012 a）

表 2. 漁獲方策別加入シナリオ別の 2017 年に予測される産卵親魚量（2012 年の産卵親魚量比）。3 つの加入シナリオを仮定；2004 ～
2008 年または 1994 ～ 2008 年の加入量をリサンプリング、Beverton-Holt 再生産曲線を仮定。4000 試行結果の 5,25,50,75,95 パーセン
ト点を示す。赤色は 2017 年の産卵親魚量が 2012 年より小さくなった場合を示す。

図 6. 統合モデル（Stock Synthesis 3）で推定した中西部北太平洋
マカジキの加入量（ISC 2012a）

図 7. 統合モデル（Stock Synthesis 3）で推定した中西部北太平洋
マカジキの産卵親魚（3 ～ 15 歳の平均）に対する漁獲死亡係数及
び最大持続生産量の生産に必要な漁獲死亡係数（赤点線、FMSY）（ISC 
2012a）
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マカジキ（中西部北太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 低　位

資 源 動 向 減　少

世 界 の 漁 獲 量
（北太平洋）

（最近 5 年間）

2,410 ～ 3,361 トン
平均：2,819 トン（2008 ～ 2013 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（北太平洋）

（最近 5 年間）

1,962 ～ 2,408 トン
平均：1,715 トン（2009 ～ 2013 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 の 状 態
現在の資源状態は乱獲状態にあ
り、かつ漁獲は過剰漁獲の状態に
ある。

管 理 措 置

各 国 が 漁 獲 量 を、2000 ～ 2003
年 の 最 高 漁 獲 量 か ら 2011 年 は
10%、2012 年 は 15%、2013 年
は 20% 削減。

管理機関・関係機関 WCPFC、ISC

最新の資源評価年 2011、2012 年

次回の資源評価年 2015 年
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